
  参考様式第７号 

令和８年８月７日  

調 査・研 修 報 告 書（会派個人用） 

会派名：市民の会                  報告者：堀井 慎一朗     

実施場所：東京都 実施日：令和８年８月２日～３日 

■目的・課題・問題事項（調査・研修に先立っての思いや本市の現状 など） 

 

９月定例会は前年度の決算について審査を行う議会となっている。その、９月議会を前

に決算審査のポイントや、効果的な質問の方法について学ぶため参加した。 

■参考とすべき事項 

 

 ・地方自治法で定められている議決事項は、予算の議決、決算の認定であるが、予算書、

決算書は構成が性質別となっており、事業ごとにいくらかかるのかがわかりにくい構

成になっている。 

 ・実質収支は黒字になっているのに、借金は増え続けるといった事象が発生する場合が

ある。今年の収支を見る場合は単年度収支を確認することが必要。 

 ・自治体の黒字・赤字には歳入歳出差引や実質収支、単年度収支、実質単年度収支など

の種類があり、その違いについて認識する必要がある。 

 ・監査委員決算審査と議会決算認定審査の違いを理解し、議会の役割を果たす。 

■提言・その他（本市の施策等にどのように活用すべきか など） 

 

 本市の財政状況は、毎年度財政調整基金を取り崩し、実質収支を黒字化している状態で

あることが、本研修で確認できた。各指標ごとの意味をしっかりと理解し、さらに細かく

見ていくことで、本当の本市の財政状況を把握していくことができると考える。 

 また、決算審査等で行う質疑については、疑問を議案提出者に確認する作業であり、自

己の意見を述べる場ではないことを念頭に準備することが必要。 

 参考とすべき事項でも述べているが、行政の決算書は性質別の決算書となっており、決

算審査においては、インプット（投入予算）とアウトプット（成果）を比較することが大

切であるため、事業ごとにしっかりと確認を行うことが大切と考える。 

 そのことは、単位費用の近隣市町との比較などを行うためにも、確認が必要であり、な

ぜ高いのか、なぜ安いのかその要因等の確認が必要である。 

※ 調査・研修終了後、一週間以内に会派事務局へ提出してください。 

 


